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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、カルシウム結合EFハンドタンパク質の神経カルシウムセンサー（NCS）ファミリーに属する、細胞質電位依存性カリウム（Kv）チャネル相互作用タンパク質（KCNIP）ファミリーのメンバーをコードしています。これらはKv4αサブユニットと会合して、ネイティブKv4チャネル複合体を形成します。コードされているタンパク質は、細胞内カルシウム濃度の変化に応答して、急速に不活性化する（A型）電流、ひいては神経膜の興奮性を制御すると考えられます。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2013年5月]、機能：Kv4/D（Shal）型電位依存性急速に不活性化するA型カリウムチャネルの調節サブユニット。おそらく、カルシウム依存的かつアイソフォーム特異的な方法で、チャネル密度、不活性化速度、および不活性化からの回復速度を調節します。 In vitroにおいて、KCND1/Kv4.1およびKCND2/Kv4.2電流を調節する。KCND2の細胞表面への輸送に関与していると考えられる。,類似性：リカバリンファミリーに属する。,類似性：4つのEFハンドドメインを含む。,サブユニット：ヘテロ多量体カリウムチャネルの構成要素。KCND3およびKCND2のN末端ドメインと相互作用する。おそらく、KCNIP1、KCNIP2アイソフォーム3、およびKCND2からなる複合体の一部である。自己会合してホモ二量体およびホモ四量体を形成する。カルシウム依存的にKCNIP2アイソフォーム3と相互作用する。ナジャ・アトラ毒CTX3と相互作用する。,組織特異性：アイソフォーム1およびアイソフォーム2は脳および腎臓で発現する。アイソフォーム1は肝臓、膵臓、骨格筋、小腸、精巣にも発現しています。アイソフォーム2は肺、膵臓、白血球、前立腺、胸腺にも発現しています。
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	KCIP1抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

